
健康指標の目標値の設定について（未設定分）

計画策定時に現状値等が未把握の２指標について

指標名 現状値 目標値

４８ 地域等で共食している人の割合 R6年3月把握 R6年度以降設定

５１
Ｋ６（こころの状態を評価する指標）の合計得点が９ 点以上の者

の割合
R6年3月把握 R6年度以降設定

資料１

計画書Ｐ４８～４９、P５４～５６

１



４８ 地域等で共食している人の割合

計画書Ｐ４８～４９

※1なら健康長寿基礎調査の問４「あなたは、お住まいの地域（職場・学校を除く）におい
て誰かと一緒に食事をすることはどのくらいありますか。「1．週1回程度」「2．月1回程
度」「3．3か月に1回程度」「4．6か月に1回程度」「5．年に1回程度」「6．ほとんどな
い」のうち、
（ア）地域の人 （イ）友人・知人 のいずれかで「1．週1回程度」～「5．年に1回程
度」を選んだ人の割合

基本方針Ⅱ 県民誰もが健康になれる地域環境づくりの推進
施策の柱４地域で暮らし健康になれる環境づくり

(１）食環境整備

令和５年度国民健康・栄養調査 現状値：19.0％
健康日本21（第三次） 目標値：30.0％（令和14年度）

健康日本21（第三次）の指標

健康日本21（第三次）では、「地域等で共食している者の割合」を「地域」での
共食頻度が「年１回以上」と回答した者の割合としている

考え方：国の指標と同様に「地域等で共食している者の割合」を、「地域」での共食頻度が「年1回以上」と
回答した者の割合とし、目標値を国の進捗に合わせ、31.9％（令和11年度※2）とする。

目標値設定（案）

指標名 現状値 目標値 目標値の考え方

地域等で共食している人の割合 26.6％
(R5)

31.9％
(R11)

第４期奈良県食育推進計画の目標値と同様
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国の目標達成に向けた改善計画：1.22ポイント/年（令和14年度まで）
→奈良県では4.9ポイント（≒1.22×4） /4年 の増加を目標とする
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※なら健康長寿基礎調査

※2：評価年度

（19.0％）

現状値：６７.３％

２



５１ Ｋ６（こころの状態を評価する指標）の合計点数が９点以上の人の割合

３

基本方針Ⅱ 県民誰もが健康になれる地域環境づくりの推進
施策の柱４地域で暮らし健康になれる環境づくり

(４）こころの健康

計画書Ｐ５４～５６

○K６の合計点数が９点以上の人の割合（R６）

全体13.１％

Ｋ６について
Ｋ６は米国の Kessler らによって、うつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングすることを

目的として開発され、一般住民を対象とした調査で心理的ストレスを含む何らかの精神的な問題の
程度を表す指標として広く利用されている。６つの質問について５段階で点数化し、合計点数が高
いほど、精神的な問題がより重い可能性があるとされている。

健康日本２１（第三次）では１０点以上の割合を指標としているが、奈良県においては
奈良県自殺対策推進計画と整合をはかり９点以上の割合を設定している。

＜R6なら健康長寿基礎調査＞
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考え方：参考値となる健康日本２１（第３次）の現状値は１０．３％（R元）、目標値は9.4％（R14）であるが、
算出方法が異なるため、奈良県自殺対策連絡協議会（奈良県自殺対策計画所管）での検討結果を反映さ
せることとする。

目標値設定（案）

指標名 現状値 目標値 目標値の考え方

Ｋ６（こころの状態を評価する指標）
の合計点数が９点以上の人の割合

13.6％
(R5)

R7年度
以降設定

現状値より改善する。
今後の検討結果を反映させる。
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※なら健康長寿基礎調査

参考：K6の合計点数が10点以上の人の割合
R5年度：11.0％ R6年度：10.3％


